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3.研 究 概 要

本研 究 は、生 存 圏研 究 所 の新 規 ミ ッシ ョンの 一 つ と して 、福 島原 発 近 郊(避 難 区

域 以 外 の比 較 的 汚 染 度 の高 い 地 域)に て 実 際 に放 射 性 セ シ ウム で 汚 染 され た 土壌 の

効 率 的 な 除染 技 術 、及 び 、農 作物 へ の 低 吸 収 技 術 の提 案 を 目的 とす る。本 テ ー マ で

は福 島 県農 業 総 合 セ ン ター と緊 密 に連 携 し、実 際 の汚 染 土壌 を用 い て 技 術 の実 証 研

究 を行 う。 申請 者 らの グル ー プ は 、昨 年 度 か ら微 細 気 泡 水 を用 い て 放 射 性 セ シ ウム

汚 染 を 除染 す る技 術 や 、非 放 射 性 セ シ ウム 水 溶 液 を用 い て水 耕 栽培 した ダイ ズ に 関

し、葉 、茎 、種 子 な どの各 組 織 に お け るセ シ ウム蓄 積 部 位 に つ い て 検 討 を行 っ て き

た。 これ ま で の研 究 経 緯 と して 、第191回(2012年1.月)お よび 第215回(2012

年11.月)生 存 圏 シ ン ポ ジ ウム 「東 日本 大 震 災 以 後 の福 島 県 の 現 状 及 び 支 援 の取 り

組 み に つ い て 」に お け る議 論 を踏 ま え 、新 規 ミ ッシ ョ ン と して 重 要 テ ー マ とす るべ

く、福 島 県農 業 分 野 の 復 旧 ・復 興 へ の 貢 献 に軸 足 を シ フ トしつ つ あ る。具 体 的 に は 、

代 表 者 上 田義 勝 、徳 田 陽 明 に よ るナ ノバ ブ ル 水 等 に よ る除染 技 術 と、杉 山 暁 史 、伊

藤 嘉 明 に よ る蛍 光x線 を利 用 した 高 分解 能 蓄 積 部 位 解 析 を統 合 的 に活 用 し、学 内 で

の連 携 研 究 と して化 学 研 究 所 と も共 同 で 、福 島県 農 業 セ ンタ ー との 緊 密 な連 携 の 下

で支 援 事 業 を行 う。
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